
大林組・宮地組 地域維持型建設共同企業体

「生産性向上」・「安全」・「多様な働き方」を両立して

一日でも早い復旧復興を確実に。 能登の笑顔が未来のカタチです！“能登の復興” 未来のカタチ

遠隔（リモート）施工管理で
技術者不足を解決！

遠隔・自動・自律運転で
作業員の確保・安全対策

最新技術を投入した、24時間・自動監視で
人に頼らず稼働時間を拡大し、復興を加速！

複数の現場と

「どこでも窓」

でスグつながる！
場所を選ばず

現場の進捗を

3Dで確認

・主任技術者が複数現場の施工管理を

無理なく実現できる未来

・遠隔地から復旧現場の機械操縦やマ

ネジメントができる未来

主任技術者
A現場

Ｂ現場

IC
Tツール

・ドローンによる自動追尾と、夜間撮影可能な高感度カ

メラを組み合わせた監視体制で、機械が「無人」で「24

時間」「自動・自律運転」ができる未来

高感度カメラで

夜間の監視可能

2026年

ドローンが建機を

追尾して安全監視

EIZO社HPより引用

・生産性の大幅な向上で、早急な復旧復興を実現する未来

作業時間 8 9 10 11 12 13 14 15 16 累計（分/日）

通常作業 45 45 45 45 0 30 45 45 45 340分

自動化作業 60 60 60 60 60 60 60 60 60 540分

例えば・・建機は酷暑休憩不要！ 一日連続稼働した場合の比較

3.15ｈ/日の差

生産性 約1.5倍
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